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○特集記事（ 2 ～ 5 面）
　「宝塚市議会初・オンライン議会報告会を開催！」
　「令和元年度一般会計・特別会計決算を認定しました」
○１２月定例会概要（ 7 面～）
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宝
塚
市
議
会
初

オ
ン
ラ
イ
ン
議
会
報
告
会
を
開
催
！

11
月
７
日
（
土
）
に
宝
塚
市

議
会
初
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

市
内
の
方
11
名
、
市
外
の
方

16
名
、
合
計
27
名
の
方
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

◆
当
日
の
内
容
◆

１　

開
会

２　

�

報
告
会
の
進
め
方
に
つ
い
て

３　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
市
議
会
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

４　

�

今
年
度
実
施
さ
れ
た
各
常
任

委
員
会
の
審
査
概
要
報
告

　

（
１
）
総
務
常
任
委
員
会

　

（
２
）
文
教
生
活
常
任
委
員
会

　

（
３
）
産
業
建
設
常
任
委
員
会

５　

�

事
前
受
付
し
た
質
問
の
回
答

６　

閉
会
あ
い
さ
つ

・
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

・
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
に
つ
い
て

・
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て

・
議
会
Ｗ
Ｅ
Ｂ
中
継
に
つ
い
て

・
教
員
に
つ
い
て

・
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

・
西
宮
市
と
の
協
力
に
つ
い
て

※
回
答
内
容
や
詳
細
は

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

参加者の声

事前受付
した質問

報告も質疑への回答も、
内容もテンポもよく、

ちょうどよい
情報量をご紹介
いただけたように
感じました

家で聞くと身近に感じられ、

市民と行政が
近くなる気が
しました

コロナ後も

会場での報告会と
並行してインター
ネットでの議会報
告会を続けてくだ
さると遠方の方も
参加しやすいと
思います

今まで議会の傍聴に参加し
た事がなかったので、

このような方法
ならば
参加しやすい

いくつか興味のある話題が
あったのですが、

よくありがちな
通り一遍の回答
だったのは
少し残念でした

質問をあらかじめ提出され
たものに限るとともに、回
答もあらかじめ用意すると
いう形で行ったのは、
Ｚｏｏｍという同時
双方向型の会議シス
テムを活用して行わ
れた報告会であった
だけに残念でした

いじめ問題、コロナ対策、
助成金など
これからも市民のために、

市民の声を
しっかり聞いて
頂けたら
嬉しいです

最後の質疑の時間がもう
少しある方が
充実すると感じました

これからの
宝塚市に期待し
てます

今後につながるよう
　検討・検証していきます！
 （開催日程については決まり次第お知らせします）

※�１月３０日（土）に第２回オンライン
議会報告会を開催！この様子は次号で
報告いたします。

議会報告会って
なあに？

議会定例会終了ごとに審議の内容
や結果、出た意見など、議会とし
て決定したことを、市議会議員が
直接報告するものだよ。

どうしてオンラインで
議会報告会を始めたの？

新型コロナウイルス感染症の拡大が
きっかけで、今までのように公共施
設で人が大勢集まって話し合うこと
が難しくなっても、報告ができる方
法を考え、試験的にやってみたの。

みんな、どうやって
参加したの？

ウェブ会議ツールの「Ｚｏｏｍ」
を使ったよ。
議会ホームページ、広報たからづか、
市広報板、チラシ、ＬＩＮＥなどで
参加の募集があったよ。
質問も事前に受け付けしてたね。

11
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視 察
決算特別委員会委員（◎委員長、〇副委員長）
　後列左から　石倉加代子、江原和明、横田まさのり、池田光隆
　中列左から　三宅浩二、くわはら健三郎、川口　潤、北山照昭
　前列左から　梶川みさお、◎大川裕之、〇たぶち静子、寺本早苗

文化芸術センターや花のみち
などの現地を視察して、事業
の成果を確認しました。

ひと  り親家庭の子どもへの学習支援
「貧   困の連鎖を断ち切るための素晴らし
い取   り組みを評価する」

ＧＩＧＡスク   ー ル構想
「児童生徒にタ  ブレットを配布し、
授業をどう変え  ていくか、という
イメージなどは  できているのか」

文化芸術センターの完成
「市民の憩いの場ができた。今後は
手塚治虫記念館、文化創造館と合わ
せた一体的な整備や運営を」

公共施設マネジメント
「施設の老朽化や事業の廃止等について、
将来を見据えた施策が行えているのか」

行財政運営アクションプラン
「成果指標などの数字が目的ではない。
市民に、どれだけの成果をもたらす
ことができたのかが重要だ」

消防職員の事故、教   職員の不祥事
「管理職が責任を果た  していない」
「組織が自ら変革して  いく必要がある」

生活保護費返戻金不納欠損
「記録が残っていない、
何年も放置しているなど、
債権管理が不十分」

都市計画道路等の整備、補修など
「他都市とつながる重要な路線の
整備が進んでいない理由は」

水害や土砂災害への対策
「危険箇所の整備や住宅移転、
改修補助などの進捗状況は」

市立病院への支援
「コロナ禍で増収益が見込めないが、
どのように支援していくのか」

令和元年度令和元年度 決算を認定しました決算を認定しました一般会計一般会計
特別会計特別会計（2019年度）（2019年度）

決
算
審
査
と
は

市
が
執
行
し
た
歳
入
歳
出
の

予
算
に
つ
い
て
、
認
定
す
る
か

ど
う
か
の
審
査
を
行
う
の
が
、

決
算
の
審
査
で
す
。

今
回
、
市
議
会
は
令
和
２
年

10
月
５
日
に
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
10
月
20
日
～
26
日

に
か
け
て
、
ど
の
よ
う
に
執
行

さ
れ
た
か
、
期
待
さ
れ
た
効
果

は
達
成
で
き
た
か
な
ど
、
幅
広

い
視
点
か
ら
将
来
を
見
据
え
、

慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
11
月
16
日
の
本
会

議
で
議
決
し
ま
し
た
。

市
議
会
が
決
算
審
査
で
指
摘

し
た
事
項
等
は
市
で
精
査
さ
れ
、

次
年
度
の
予
算
や
市
政
運
営
に

反
映
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

主な議論

各 会 計 別 決 算 概 要 お よ び 審 議 結 果

会　計　別
平成30年度 令和元年度

歳入歳出
予算額

令和元年度 対前年度
比率

（歳出）
実質収支
（※1）

単年度
収支

（※2）
審議結果歳入

決算額
歳出

決算額
歳入

決算額
歳出

決算額

一　般　会　計 77,859,408 77,021,644 79,420,000 80,852,652 79,761,567 103.56% 500,653 121,607 認定
(賛成多数)

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険
事 業 費 23,733,274 23,300,402 22,061,100 22,941,090 22,476,918 96.47% 464,172 31,300 認定

(全員一致)
国民健康保険
診 療 施 設 費 105,482 105,482 106,800 99,909 99,909 94.72% 0 0 認定

(全員一致)
農 業 共 済
事 業 費 78,444 71,298 216,500 75,366 75,366 105.71% 0 △ 7,146 認定

(全員一致)
介 護 保 険
事 業 費 19,857,081 19,661,419 21,047,300 20,414,937 20,009,870 101.77% 405,067 209,405 認定

(全員一致)
後 期 高 齢 者
医 療 事 業 費 4,212,641 4,071,455 4,244,400 4,328,038 4,192,322 102.97% 135,716 △ 5,470 認定

(賛成多数)
財 産 区
（ 9 件 ） 100,078 69,617 150,735 168,365 88,143 126.61% 35,423 4,962 認定

(全員一致)
宝塚市営霊園
事 業 費 267,004 267,004 204,300 194,538 194,538 72.86% 0 0 認定

(全員一致)
計 126,213,412 124,568,321 127,451,135 129,074,895 126,898,633 101.87% 1,541,031 354,658

※1　実質収支……歳入歳出の差引額から翌年度へ繰り越すべき財源を控除した額
※2　単年度収支……当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額

（単位：千円）

◆本会議での各議員の賛否（賛成＝○、反対＝×） 議決日：令和 2 年11月16日
会 派 名 たからづか真政会 市民ネット

宝塚
日本共産党

宝塚市会議員団 公明党議員団 日本維新の会
宝塚市議団

令和安
全の会

社会民主
党議員会

議 員 名

大
川
　
裕
之

浅
谷
　
亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

寺
本
　
早
苗

川

口
　

潤

北
野
　
聡
子

田
中
大
志
朗

と
な
き
正
勝

田
中
　
こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

藤
岡
　
和
枝

江
原
　
和
明

中
野
　
　
正

三
宅
　
浩
二

池
田
　
光
隆

伊

庭
　

聡

村
松
あ
ん
な

北
山
　
照
昭

山
本
　
敬
子

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

一 般 会 計 × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※
議
長

○ ○ ○ ○ × × ○ ○
後期高齢者医療事業費 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

その他の会計の決算については、全員一致で認定しています。
※議長（中野正議長）の裁決について
　過半数議決の場合、議員には賛成・反対の表決権がありますが、議長には表決権がありません。ただし、表決において賛成・
反対が同数、つまり「可否同数」になった場合、議長には可決か否決かを決定する裁決権が認められています。

決算審査を踏まえて、市議会は全員一致で決議案を可決しました。（10面に掲載）

議会費
0.6%

総務費
12.3%

民生費
45.3%

衛生費
8.4%

諸支出金
0.2%

公債費
9.8%

災害復旧費
0.1%

教育費
10.5%

消防費
3.2%

土木費
8.4%

労働費
0.1%

農林業費
0.3%

商工費
0.8%

一般会計（歳出）
目的別構成比
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所管事務調査所管事務調査の報告をしますの報告をします

所管事務調査（文教生活常任委員会）� 令和２（2020）年12月31日現在
　それぞれの事案について担当部局から詳細な説明や報告を受け、確認を行いました。

※注 1 　いじめ問題再調査委員会から市長に対し、令和 2 年 6 月22日に提出されました。
※注 2 　再調査委員会調査報告書を踏まえ、令和 2 年10月に策定されました。

今回は、全議員で「宝塚市いじめ問題
再調査委員会調査報告書　※注１」
の説明を受けたのちに、文教生活常任
委員会で開催した所管事務調査の内容を報告します。

「所管事務調査」とは
　市長から提出された議案の審査ではなく、各
常任委員会等が、それぞれ所管する事項（市の
施策や業務）についての課題や問題点などを見
つけ出し、自ら調査するものです。

市内の学校におけるいじめや体罰についての市議会の調査

「宝塚市いじめ問題再発防止に関
する基本方針 ※注2 」について

　令和２年10月30日
　令和２年11月16日、19日　開催

〈主な質疑〉
・平成28（2016）年12月以降、４年間の学校
　および教育委員会の取り組みは
・基本方針策定に至るまでの課題認識は
・ 調査報告書で問題があると指摘された、学　

校の風土とは
など

市立小・中学校教職員の
「不法侵入事件」「体罰事件」について

　令和２年10月30日
　令和２年11月27日　開催

〈主な質疑〉
・事件の詳細は
・学校および教育委員会の関係は。連絡体制、
　対応に問題はなかったのか
・教職員の勤務形態は
・子どもたちへのフォローは

など

・市議会の調査は続いています

・いじめや体罰が起きるのは学校のどこに原因があるか

・どうすれば市内の学校からいじめや体罰がなくせるか

　いじめ問題再発防止策については、今後上記の基本方針に基づき、教育委員会および各学校で具体的な
取り組みについての行動計画が策定されますので、引き続き調査を行う予定です。
　※これらの問題については決算特別委員会、定例会一般質問でも多くの議員が取り上げました。



7 宝塚市議会報 第249号　令和 3年（2021年）2月1日

12月定例会では、市長から提出された議案や、市民の皆さまから提出された請願など計
56件について審議しました。

提出された議案は一部を除き、 3 つの常任委員会（総務・文教生活・産業建設）に付託
し、慎重に審査しました。

ここでは、各常任委員会で審査された主な議案審議の概要を報告します。

12月定例会の議案審議から12月定例会の議案審議から12月定例会の議案審議から12月定例会の議案審議から

新型コロナ対策支援に関する補正予算などを可決

■令和２年度宝塚市一般会計補正予算（第９号）

概要　令和２年度一般会計の歳
さ い

入
にゅう

歳
さ い

出
しゅつ

予算の総
そ う

額
が く

にそれぞれ 6 億6,370万 7 千円を増
ぞ う

額
が く

し、補
ほ

正
せ い

後の総額を1,064億 185 万 3 千円とするものです。

　　

主な審議内容　市内事業者支援事業として、 9 月にＰ
ペ イ ペ イ

ａｙＰａｙを使い、キャッシュ

レスポイント還元を行ったが、 2 億円の予算に対して約5,400万円の余
よ

剰
じょう

金
き ん

が発生して

いる。これは想定内なのかとの問いに対し、事業者との事前シミュレーションでは、

本市の規模でそれなりの売り上げを達成した場合の予算は 1 億円程度だったが、上振

れを想定し 2 億円の予算措置とした。当初 1 億円を突破できればと考えていたため、

想定以上の効果があったと認識しているとの答弁がありました。新型コロナウイルス

感染症の影
え い

響
きょう

を受け、各種イベントを中止した結果、6,274万円の残業代が減額となっ

たが、令和 3 年度予算はイベントの見直しをするのかとの問いに対し、現在、各部局

の予算要求を財政当局が取りまとめており、全体を踏まえて経営戦略本部で議論をし、

イベントを含めた事業の見直しについて判断していくとの答弁がありました。 2 年連

続で都市計画税に余剰金が発生し、都市計画事業基金に積み立てがされたことについ

てどう考えているのかとの問いに対し、今後は新ごみ処理施設整備事業を都市計画事

業に位置づけ、都市計画税を充てようと考えており、現在、県にその申請をしている

ところである。今後は余剰額が出ないようにしたいとの答弁がありました。

　その他、市職員のマイナンバー取
し ゅ

得
と く

率
り つ

、まいたに人権文

化センターとひらい人権文化センターの雨漏り、新型コロ

ナに関する路
ろ

線
せ ん

バス事業者への補助金、特別定額給付金、

修学旅行の中止に伴い支払う企画料などについて質疑があ

りました。

全員一致

可決
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市立子ども発達支援センターが福祉型に一本化

概要　令和３年度から福祉型児童発達支援センターのやまびこ学園、医療型児童発達
支援センターのすみれ園、児童発達支援事業のあそびっこ広場の３つの通園事業を再

さ い

編
へ ん

して福祉型児童発達支援センターとし、併設の診療所事業を単独事業とするため、
宝塚市立子ども発達支援センター条例の一部を改正するものです。
　　
主な審議内容　センターが医療型から福祉型に変わる
ことについての保護者等への説明や意見聴

ちょう

取
し ゅ

、利用料
金が変更になる場合の利用者負担、拡充する診療所事
業の内容や市の財政に与える影響などについて質疑が
ありました。

宝塚市立病院の診療科目に乳腺外科を追加

概要　従前から外科医師による乳がん治療を行っていましたが、2020年 4 月に乳
にゅう

腺
せ ん

専
門医を新たに配置したことに伴い、診療体制が整いました。市立病院における乳がん
治療の取り組みを積極的に周知することを目的に、新たに乳腺外科を診療科目に追加
するため、宝塚市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正するものです。
　　
主な審議内容　乳腺専門医の資格を持つ常勤外科医が 2 名体制になったことに関して
今後の診療体制、乳がん手術特有の乳

にゅう

房
ぼ う

温
お ん

存
ぞ ん

および再
さ い

建
け ん

、カウンセリングなどについ
て質疑がありました。

教職員用のＧＩＧＡ用タブレット機器等を先行購入

概要　国が提
て い

唱
しょう

するＧ
ギ

ＩＧ
ガ

Ａスクール構想を実現するため、教職員用のＧＩＧＡ用タ
ブレット機器 540 台その他付属品一式を購入するものです。
　　
主な審議内容　ＧＩＧＡスクール用のタブレット機器が、児童生徒の手元に届くのは
いつかとの問いに対し、2021年 4 月以降、新年度の学級名簿に基づいてＩＤとパスワ
ードの設定を行い、使い方の説明書とともに配布を予定しているとのことでした。そ
の他教職員への研修や各教室でのタブレット機器の使用方法および故障や破損時の取
り扱いなどについて質疑がありました。

全員一致

可決

全員一致

可決

全員一致

可決

子ども発達支援センター園舎および園庭



9 宝塚市議会報 第249号　令和 3年（2021年）2月1日

山本南第６公園を都市公園に

概要　開発行為の完了に伴い、都市計画法に基づき本市
に帰属した山本南第６公園を新たに都市公園とし、適正
な管理を行うため、条例の一部を改正するものです。

主な審議内容　公園の防護柵の高さや、健康遊具の設置
予定、道路への飛び出しなど子どもたちへの注意喚起の
方法などについて質疑がありました。

火災予防条例の一部を改正

概要　対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する
条例の制定に関する基準を定める省令の一部が改正されたことに伴い、省令に規定す
る急

きゅう

速
そ く

充
じゅう

電
で ん

設
せ つ

備
び

に関する所要の整備を行うため、条例の一部を改正するものです。

主な審議内容　急速充電設備の安全対策についてのチェ
ックや管理体制はどのようにするのか。市内に急速充電
設備は何カ所設置されているか。充電時間はどれくらい
かかるか、などの質疑がありました。

高機能消防指令システムを取得

概要　宝塚市、川西市および猪名川町消防通信指令事務協議会の消防指令業務に用い
る高機能消防指令システム一式を老朽化に伴い更新整備し、宝塚市・川西市・猪名川
町消防指令センターのほか、宝塚市、川西市および猪名川町消防本部に配置するもの
です。
　〇取得金額　13億1,890万円
　〇相手方　　日本電気株式会社神戸支社

主な審議内容　２市１町における経費負担額について、案
あ ん

分
ぶ ん

率
り つ

の根拠は何か。システ
ム更新時にシステムを停止する時間はないのか、などの質疑がありました。

全員一致

可決

全員一致

可決

全員一致

可決

宝塚北サービスエリアに設置されている
急速充電設備
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意　見　書　名 送　付　先

不妊治療への保険適用の拡大を求める意見書 内閣総理大臣、厚生労働大臣

犯罪被害者支援の充実を求める意見書 内閣官房長官、総務大臣、法務大臣、厚生労働
大臣、国土交通大臣、国家公安委員会委員長

住まいと暮らしの安心を確保する居住支援の
強化を求める意見書

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務
大臣、法務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣

国の責任による「少人数学級」の実現を求め
る意見書 内閣総理大臣、文部科学大臣

①
国
の
責
任
に
よ
る
「
少
人
数

学
級
」
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

概
要　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
る
臨
時
休
校

後
の
学
校
再
開
に
当
た
り
３
密

を
避
け
る
た
め
ク
ラ
ス
の
２
分

の
１
程
度
で
分
散
登
校
や
時
差

登
校
が
行
わ
れ
た
。
子
ど
も
た

ち
か
ら
は
「
い
つ
も
よ
り
勉
強

が
よ
く
分
か
っ
た
」
等
の
声
や

教
職
員
、
保
護
者
か
ら
も
少
人

数
学
級
を
望
む
声
が
上
が
っ
た
。

現
行
の
基
準
で
は
社
会
的
距

離
は
保
て
ず
、
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
。
ま
た
教
職
員
も
感
染

防
止
対
策
を
し
な
が
ら
授
業
時

間
の
確
保
に
追
わ
れ
て
お
り
、

教
職
員
の
増
員
も
必
要
で
あ
る
。

教
育
の
機
会
均
等
を
保
障
す

る
た
め
、
地
方
に
負
担
を
押
し

付
け
る
こ
と
な
く
、
国
が
責
任

を
持
っ
て
少
人
数
学
級
の
前
進

と
教
職
員
の
増
員
を
行
う
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
し
て
、

国
の
責
任
に
よ
る
「
少
人
数
学

級
」
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
も
の
。

（
全
員
一
致
・
採
択
）

②
福
祉
職
場
に
お
け
る
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
を
求
め
る
請
願

委
員
会
お
よ
び
本
会
議
に
お

い
て
賛
成
お
よ
び
反
対
の
討
論

が
あ
り
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

◆本会議での各議員の賛否（賛成=○、反対=×）　※議長は表決に加わりません。

会　派　名 たからづか真政会 日本共産党
宝塚市会議員団 公明党議員団

日本
維新の会

宝塚市議団

市民
ネット
宝塚

令和
安全
の会

社会
民主党
議員会

無
所
属

  議員名

案件名・結果

大
川　

裕
之

浅
谷　

亜
紀

石
倉
加
代
子

岩
佐
ま
さ
し

風
早
ひ
さ
お

く
わ
は
ら
健
三
郎

冨
川
晃
太
郎

と
な
き
正
勝

田
中　

こ
う

た
ぶ
ち
静
子

横
田
ま
さ
の
り

藤
岡　

和
枝

江
原　

和
明

中
野　

正

三
宅　

浩
二

池
田　

光
隆

伊
庭　
　

聡

村
松
あ
ん
な

寺
本　

早
苗

川
口　
　

潤

北
野　

聡
子

北
山　

照
昭

山
本　

敬
子

梶
川
み
さ
お

大
島
淡
紅
子

田
中
大
志
朗

福祉職場におけるコロナ
感染症対策を求める請願

不採択（賛成少数）
×××××××○○○○××

※
議
長
××××欠

席○○○×○○○

決　

議

決　

議

窮
状
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め

に
、
自
ら
変
革
し
、
社
会
的
変

化
に
対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
、

人
材
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
を

求
め
る
決
議

�

（
全
員
一
致
・
可
決
）

　

宝
塚
市
役
所
は
現
在
、
将
来

が
見
通
せ
な
い
ほ
ど
の
苦
境
に

立
た
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。
３
年
間
、
行

財
政
改
革
を
行
っ
た
今
で
も
予

算
編
成
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

市
立
病
院
の
資
金
不
足
は
全
国

で
類
を
見
な
い
ほ
ど
深
刻
で
あ

る
。
ま
た
、
教
育
行
政
に
お
い

て
は
、
学
校
で
の
転
落
事
故
や

教
職
員
の
不
祥
事
が
連
続
し
て

発
生
し
、
市
民
か
ら
の
信
頼
が

揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
窮
状
を
乗
り
越
え

て
い
く
た
め
に
は
、
自
ら
変
革

す
る
こ
と
が
必
須
と
い
え
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
「
成

果
」
に
つ
い
て
考
え
を
改
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
先
の
決
算

特
別
委
員
会
で
も
成
果
指
標
や

目
標
値
の
設
定
に
対
し
指
摘
が

あ
っ
た
が
、
本
来
、
「
成
果
」

と
は
「
外
の
世
界
に
も
た
ら
し

た
変
化
」
を
指
し
、
市
政
に
お

い
て
は
「
市
民
に
と
っ
て
、
何

が
ど
の
よ
う
に
良
く
な
っ
た
の

か
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答

え
こ
そ
が
「
成
果
」
で
、
事
務

事
業
ご
と
に
設
定
す
る
こ
と
や

数
値
化
す
る
こ
と
に
固
執
す
る

あ
ま
り
、
「
あ
る
べ
き
成
果
」

で
評
価
で
き
て
い
な
い
施
策
が

数
多
く
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
べ

き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
成
果
に
対
す
る
責
任

を
全
う
す
る
組
織
と
な
る
べ
き

で
あ
る
。
同
委
員
会
で
も
指
摘

が
あ
っ
た
道
路
整
備
の
立
ち
遅

れ
や
消
防
訓
練
に
お
け
る
事
故
、

牡
丹
園
で
の
専
門
家
の
育
成
不

足
、
昨
年
同
様
の
決
算
数
値
等

の
間
違
い
な
ど
は
、
組
織
と
し

て
責
任
を
全
う
し
た
と
言
え
る

か
疑
問
で
あ
る
。
市
民
か
ら
預

か
っ
た
税
金
で
様
々
な
事
業
を

行
う
以
上
、
「
成
果
を
出
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
責

任
に
加
え
て
、
「
成
果
を
出
す

た
め
に
全
力
を
尽
く
す
」
と
い

う
責
任
も
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
事
業
の
選
択
と
集
中

を
進
め
る
ほ
ど
、
こ
れ
ら
は
よ

り
重
要
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
将
来
展
望
を
持
っ

て
事
業
を
進
め
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
な

ど
長
期
に
渡
っ
て
行
わ
れ
る
事

業
が
本
格
化
し
て
い
る
。
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
「
床
面

積
削
減
」
の
事
業
で
は
な
く
、

「
機
能
の
再
検
証
・
再
定
義
」

を
行
う
事
業
で
あ
り
、
Ｄ
Ｘ
は

「
デ
ジ
タ
ル
化
」
す
る
こ
と
に

重
点
が
置
か
れ
る
の
で
は
な
く
、

「
こ
れ
ま
で
の
構
造
や
行
動
が

変
革
さ
れ
る
」
こ
と
に
重
点
が

置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か

し
、
将
来
展
望
を
持
た
ず
に
事

業
を
進
め
れ
ば
、
い
ず
れ
も
こ

れ
ま
で
の
事
業
と
同
様
に
な
る

こ
と
は
明
白
で
、
す
で
に
そ
の

方
向
に
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、

同
委
員
会
で
の
質
疑
を
通
じ
て

見
え
て
き
て
い
る
。

　

来
年
度
か
ら
第
６
次
総
合
計

画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
２
０
４

０
年
に
向
け
て
の
重
要
な
10
年

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
組
織
・

事
業
の
あ
り
方
を
再
検
証
・
再

点
検
し
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
で

あ
ろ
う
社
会
的
変
化
に
対
応
で

き
る
組
織
づ
く
り
、
人
材
育
成

に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め

る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

12
月
定
例
会
で
は
、
２
件
の

請
願
が
提
出
さ
れ
、
文
教
生
活

常
任
委
員
会
で
慎
重
審
査
の
上
、

本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

請　

願

請　

願

意
見
書

意
見
書

12
月
定
例
会
で
は
４
件
の
意

見
書
案
を
全
員
一
致
で
可
決
し
、

関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。
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青字は議員提出議案です。

公の施設（宝塚市立共同利用施設売布会館）の指定管理者の指定について 継 続 審 査

令和２年度宝塚市一般会計補正予算（第８号、第１０号の２件）

可 　 　 決

令和２年度宝塚市特別会計国民健康保険事業費補正予算（第２号、第３号の２件）

令和２年度宝塚市特別会計国民健康保険診療施設費補正予算（第２号、第３号の２件）

令和２年度宝塚市特別会計介護保険事業費補正予算（第２号、第３号の２件）

令和２年度宝塚市特別会計後期高齢者医療事業費補正予算（第１号、第２号の２件）

令和２年度宝塚市特別会計川面財産区補正予算（第１号）

令和２年度宝塚市特別会計鹿塩財産区補正予算（第１号）

令和２年度宝塚市病院事業会計補正予算（第５号）

宝塚市市税条例の一部を改正する条例の制定について

市道路線の認定について（３件）

市道路線の認定変更について（２件）

宝塚市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

宝塚市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について

財産（学校給食用食器具（ＰＥＮ樹脂食器））の取得について

宝塚市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

特別委員会の設置について

その他
の結果

※ 国に対し「再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求める意見書」の提出を求める陳情は総務常任委員会で
審査し、趣旨採択となりました。

※ 宝塚市立共同利用施設売布会館の指定管理者選定の見直しを求める陳情は、文教生活常任委員会において審査
不要となりました。

その他の賛否が全員一致した議案等

設
置
期
間

設
置
日

委　
　

員

（
定
数
は
13
人
）

任
務
事
項

委
員
会
名

任
務
の
調
査
が
終
了
す
る
ま
で

令
和
２
年
12
月
18
日

◎
大
川　

裕
之
、
○
北
山　

照
昭

　

池
田　

光
隆
、
伊
庭　
　

聡
、
梶
川
み
さ
お
、

　

川
口　
　

潤
、
く
わ
は
ら
健
三
郎
、

　

た
ぶ
ち
静
子
、
寺
本　

早
苗
、
と
な
き
正
勝
、

　

冨
川
晃
太
郎
、
藤
岡　

和
枝
、
三
宅　

浩
二

１　

行
財
政
経
営
の
主
要
課
題
に
関
す
る
こ
と

２　

中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
に
関
す
る
こ
と

３　

行
財
政
経
営
改
革
の
取
り
組
み
に
関
す
る

　
　

こ
と

行
財
政
経
営
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
を
設
置

特
別
委
員
会
を
設
置

委
員
構
成
変
更

委
員
構
成
変
更

議
会
運
営
員
会
の
委
員
構
成
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。（

令
和
２
年
12
月
15
日
付
）

◎
田
中　

こ
う
、
○
風
早
ひ
さ
お

　

池
田　

光
隆
、
大
川　

裕
之
、
北
野　

聡
子
、
藤
岡　

和
枝

（
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
）

会
派
の
異
動

田
中
大
志
朗
議
員
の
所
属
が

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚
か
ら
無
所
属

に
異
動
し
ま
し
た
。

（
令
和
２
年
11
月
18
日
付
）
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一
般
質
問
と
は
、
各
議
員
が

市
政
全
般
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
積
極
的
に
取
り
上
げ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
観
点
か
ら
、
市
の
考
え

方
や
、
取
組
姿
勢
、
今
後
の
方

向
性
な
ど
を
問
い
た
だ
す
も
の

で
す
。

◇

通
常
の
一
般
質
問
は
、
１
人

当
た
り
90
分
を
上
限
に
20
人
以

上
の
議
員
か
ら
発
言
通
告
が
な

さ
れ
、
４
日
間
か
け
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
、
６
月
定
例
会
、
９
月
定
例

会
で
は
、
会
派
持
ち
時
間
制
に

し
た
り
、
質
問
上
限
時
間
を
短

縮
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
12
月
定
例
会
で
は
、

感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
も
、

さ
ら
に
充
実
し
た
一
般
質
問
に

な
る
よ
う
、
１
人
当
た
り
50
分

の
持
ち
時
間
を
会
派
内
で
割
り

振
り
、
３
日
間
で
23
人
の
議
員

が
実
施
し
ま
し
た
。

全
て
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
要
旨
を

掲
載
し
ま
す
。

【
契
約
に
つ
い
て
】

問　

市
内
業
者
で
の
入
札
の

場
合
、
実
施
で
き
る
業
者
が
限

定
さ
れ
、
高
額
で
の
落
札
が
多

く
な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

答　

最
低
制
限
価
格
と
近
似

値
と
な
り
、
受
注
者
の
所
在
地

に
よ
る
落
札
率
に
大
差
は
な
い
。

問　

最
低
制
限
価
格
は
市
場

価
格
に
適
合
し
て
い
る
の
か
。

例
え
ば
、
指
定
管
理
料
に
修
繕

費
を
含
め
、
市
が
関
与
を
す
る

前
提
で
、
指
定
管
理
者
が
発
注

す
れ
ば
、
契
約
額
は
市
場
価
格

に
近
づ
き
、
歳
出
削
減
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

大
規
模
修
繕
は
企
業
側

の
資
産
形
成
に
当
た
る
場
合
も

あ
り
、
そ
う
な
る
と
市
へ
寄
付

手
続
き
が
必
要
と
な
る
。
導
入

で
き
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
今

後
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
公
共
施
設
の
工
事
・
修
繕
】

問　

経
年
劣
化
で
修
繕
箇
所

が
増
加
し
て
い
る
が
、
修
繕
費

の
減
額
傾
向
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

令
和
３
年
度
か
ら
一
定

額
を
確
保
し
、
対
応
し
て
い
く
。

日
本
維
新
の
会
宝
塚
市
議
団

　
　
池
田
　
光
隆

【
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画
】

問　

お
金
の
心
配
な
く
安
心

し
て
利
用
す
る
に
は
保
険
料
等

の
軽
減
が
必
要
。
市
の
見
解
は
。

答　

介
護
給
付
費
準
備
基
金

を
活
用
し
保
険
料
負
担
の
軽
減

を
図
る
。
市
独
自
の
生
活
困
窮

者
減
免
も
引
き
続
き
実
施
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

【
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機

者
解
消
へ
の
取
り
組
み
】

問　

増
設
さ
れ
ず
待
機
者
が

生
じ
る
こ
と
で
介
護
離
職
者
が

出
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
。

答　

離
職
者
が
増
え
て
い
る

認
識
は
あ
る
。
計
画
に
基
づ
き

施
設
整
備
に
取
り
組
み
た
い
。

【
西
谷
小
学
校
で
の
複
式
学
級
】

問　

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

来
年
度
に
向
け
検
討
会

を
立
ち
上
げ
、
円
滑
に
移
行
で

き
る
よ
う
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

【
市
樹
木
葬
墓
地
に
つ
い
て
】

問　

誰
も
が
安
心
し
て
終
活

を
迎
え
ら
れ
る
お
墓
の
実
現
を
。

答　

市
営
霊
園
の
魅
力
向
上

の
た
め
、
樹
木
葬
墓
地
整
備
に

向
け
た
見
直
し
も
行
っ
て
い
く
。

日
本
共
産
党
宝
塚
市
会
議
員
団

　
　
た
ぶ
ち
静
子

【
認
知
症
と
の
共
生
を
目
指
す

社
会
づ
く
り
】

問　

市
民
に
接
す
る
職
員
の

認
知
症
対
応
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

職
員
全
体
へ
認
知
症
養

成
講
座
の
受
講
を
検
討
し
た
い
。

【
子
ど
も
最
優
先
の
教
育
環
境

を
構
築
す
る
た
め
に
】

問　

学
校
の
鍵
締
め
を
主
に

教
頭
が
担
う
。
管
理
職
の
負
担

軽
減
の
た
め
是
正
が
必
要
で
は
。

答　

管
理
職
固
定
の
業
務
で

は
な
い
。
最
終
退
勤
者
が
行
い
、

管
理
職
が
最
後
ま
で
居
残
ら
な

い
よ
う
学
校
に
周
知
し
た
い
。

問　

全
校
で
教
頭
が
授
業
を

担
当
し
て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

答　

来
年
度
か
ら
は
教
頭
の

担
当
を
無
く
す
よ
う
取
り
組
む
。

問　

長
年
、
教
職
員
の
希
望

を
優
先
す
る
人
事
異
動
が
行
わ

れ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ

改
善
し
な
か
っ
た
の
か
。

答　

学
校
運
営
を
円
滑
に
す

る
思
い
だ
っ
た
。
異
動
方
針
に

基
づ
い
た
人
事
異
動
に
努
め
る
。

意
見　

守
る
べ
き
は
子
ど
も
。

心
し
て
組
織
、
風
土
改
革
を
。

公
明
党
議
員
団

　
　
藤
岡
　
和
枝

【
道
路
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
の

た
め
の
計
画
に
つ
い
て
】

問　

市
内
の
整
備
状
況
は
。

答　

計
画
ど
お
り
に
は
進
ん

で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
要
望

は
高
い
。
当
事
者
の
声
を
ど
の

よ
う
に
反
映
す
る
予
定
か
。

答　

今
後
は
計
画
の
見
直
し

の
際
、
障
が
い
者
団
体
や
有
識

者
の
意
見
を
聞
き
、
重
点
部
分

を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。

【
空
き
家
等
問
題
の
解
決
へ
】

問　

道
路
に
面
し
た
危
険
な

空
き
家
の
対
策
は
。

答　

建
物
の
所
有
者
が
対
応

で
き
な
い
場
合
、
道
路
管
理
者
、

警
察
と
連
携
を
取
っ
て
対
応
し

て
い
る
。

【
図
書
館
の
利
用
促
進
】

問　

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
時

間
に
ゆ
と
り
が
無
い
方
が
気
軽

に
図
書
館
へ
行
き
本
を
選
べ
る

等
の
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
は
。

答　

令
和
３
年
度
か
ら
試
験

的
に
西
図
書
館
で
、
日
頃
時
間

が
無
い
子
育
て
世
帯
の
た
め
に

一
時
保
育
を
開
始
す
る
予
定
。

日
本
共
産
党
宝
塚
市
会
議
員
団

　
　
横
田
ま
さ
の
り

【
産
後
う
つ
病
の
早
期
発
見
】

問　

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
は
ど
ん

な
体
制
で
実
施
し
て
い
る
の
か
。

答　

保
健
師
、
助
産
師
、
保

育
士
、
民
生
児
童
委
員
で
対
応
。

問　

訪
問
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の

返
送
が
な
い
場
合
、
保
健
師
以

外
が
訪
問
。
専
門
性
の
あ
る
保

健
師
の
訪
問
で
こ
そ
産
後
う
つ

病
を
早
期
発
見
で
き
る
の
で
は
。

答　

継
続
し
て
支
援
が
必
要

な
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
限
ら

れ
た
保
健
師
で
毎
月
新
た
に
訪

問
を
実
施
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

意
見　

保
健
師
が
全
戸
訪
問

し
、
支
援
の
取
り
こ
ぼ
し
を
防

ぐ
体
制
づ
く
り
の
検
討
を
。

【
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
推
進
】

問　

市
税
収
納
で
導
入
す
れ

ば
市
民
の
利
便
性
向
上
と
職
員

の
負
担
減
や
経
費
削
減
が
期
待

で
き
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

国
の
税
・
公
金
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
動
き
を
見
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

意
見　

ま
ず
市
税
か
ら
進
め
、

将
来
的
に
市
の
あ
ら
ゆ
る
利
用

料
も
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
。

日
本
維
新
の
会
宝
塚
市
議
団

　
　
村
松
あ
ん
な

一
般
質
問
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【
す
み
れ
園
診
療
所
の
医
療
】

問　

担
当
医
は
小
児
リ
ハ
ビ

リ
医
の
適
性
に
欠
け
る
の
で
は
。

答　

他
の
公
立
病
院
で
の
勤

務
や
開
業
な
ど
経
験
は
豊
富
。

前
任
者
と
診
療
方
法
の
異
な
る

点
は
あ
る
も
の
の
、
役
割
は
果

た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

保
護
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な
ど
、
信
頼

関
係
が
築
け
て
い
る
と
思
う
か
。

答　

前
任
者
は
11
年
間
の
勤

務
実
績
が
あ
っ
た
。
信
頼
関
係

構
築
に
は
、
時
間
を
か
け
て
丁

寧
に
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

意
見　

本
人
の
意
欲
無
し
に

改
善
は
困
難
。
抜
本
的
検
討
を
。

【
中
川
市
政
の
総
括
】

問　

市
政
の
総
括
は
。

答　

成
果
は
、
原
発
に
依
存

し
な
い
ま
ち
づ
く
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
施
策
、
就
職
氷
河
期
世
代
の

採
用
等
。
課
題
は
、
教
育
と
行

財
政
改
革
な
ど
。
次
の
市
長
選

は
立
候
補
し
な
い
と
決
意
し
た
。

意
見　

残
り
の
任
期
を
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

社
会
民
主
党
議
員
会

　
　
梶
川
み
さ
お

【
学
校
現
場
環
境
の
改
善
を
】

問　

い
じ
め
問
題
再
発
防
止

に
関
す
る
基
本
方
針
は
、
再
調

査
報
告
書
の
提
言
か
ら
作
成
さ

れ
て
お
り
机
上
の
空
論
。
現
場

に
出
向
き
指
摘
を
検
証
す
べ
き
。

答　

で
き
る
だ
け
迅
速
に
作

成
し
た
。
指
摘
は
今
後
の
行
動

計
画
作
成
で
参
考
に
し
た
い
。

問　

校
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
不
足
の
原
因
は
。

答　

管
理
職
の
資
質
面
の
ほ

か
、
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
に

も
一
因
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　

教
職
員
に
不
利
益
な
案

件
が
決
ま
る
と
、
教
職
員
が
毎

日
順
番
に
深
夜
ま
で
残
り
現
認

を
求
め
、
連
日
管
理
職
を
帰
さ

な
い
「
校
長
い
じ
め
」
も
あ
っ

た
と
聞
い
た
が
、
本
当
な
の
か
。

答　

過
去
に
は
あ
っ
た
。

意
見　

教
育
委
員
会
の
責
任

の
下
で
改
善
し
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
で
き
る
環
境
整
備
を
。

【
地
域
福
祉
施
設
の
充
実
を
】

問　

す
み
れ
が
丘
地
域
へ
の
、

福
祉
活
動
の
支
援
は
。

答　

探
っ
て
い
き
た
い
。

た
か
ら
づ
か
真
政
会

　
　
浅
谷
　
亜
紀

【
旧
宝
塚
ホ
テ
ル
跡
地
開
発
】

問　

地
元
要
望
を
受
け
申
し

入
れ
た
内
容
は
反
映
さ
れ
る
か
。

答　

旧
宝
塚
ホ
テ
ル
と
周
辺

エ
リ
ア
の
雰
囲
気
や
面
影
を
で

き
る
限
り
残
し
、
中
心
市
街
地

の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
べ
く
、

事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。

問　

宝
塚
南
口
駅
周
辺
に
お

け
る
交
通
環
境
の
改
善
は
。

答　

右
折
レ
ー
ン
設
置
な
ど

交
差
点
の
改
良
や
歩
道
整
備
等
、

事
業
進
捗
に
合
わ
せ
調
整
す
る
。

問　

サ
ン
ビ
オ
ラ
を
含
む
駅

周
辺
の
活
性
化
に
市
全
体
の
課

題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

答　

庁
内
で
推
進
体
制
を
十

分
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
手
塚
治
虫
ゆ
か
り
の
蛇
神
社
】

問　

市
の
宝
、
文
化
観
光
資

源
と
し
て
継
承
で
き
な
い
か
。

答　

御
殿
山
２
丁
目
に
あ
り
、

手
塚
作
品
に
登
場
す
る
特
別
な

場
所
。
保
護
樹
の
イ
チ
ョ
ウ
も

あ
る
。
地
域
の
理
解
を
形
成
す

る
た
め
、
市
の
役
割
を
果
た
す
。

意
見　

近
所
に
あ
る
通
称
猫

神
社
も
併
せ
て
継
承
を
。

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚

　
　
寺
本
　
早
苗

【
定
期
接
種
ワ
ク
チ
ン
と
任
意

接
種
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
】

問　

各
自
の
判
断
に
任
さ
れ

て
い
る
が
、
接
種
し
な
い
と
選

択
し
た
人
へ
の
対
応
は
。

答　

一
部
の
定
期
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
個
別
通
知
に
よ
る

再
勧
奨
を
行
う
が
、
最
終
判
断

は
対
象
者
ま
た
は
保
護
者
が
行

う
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

接
種
を
し
な
い
人
へ
の

医
師
か
ら
の
行
き
過
ぎ
た
発
言

が
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答　

医
師
の
言
葉
に
は
重
み

が
あ
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ
く

よ
う
、
伝
え
て
い
き
た
い
。

意
見　

選
択
肢
が
一
方
的
に

な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
接
種
し

な
か
っ
た
人
が
差
別
さ
れ
な
い

よ
う
、
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

【
い
き
い
き
百
歳
体
操
】

問　

若
い
人
た
ち
を
巻
き
込

ん
で
い
く
施
策
や
方
針
は
。

答　

各
年
代
で
の
、
健
康
づ

く
り
の
大
切
さ
を
啓
発
し
た
い
。

意
見　

健
康
・
予
防
へ
の
取

り
組
み
を
促
し
て
、
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
。

日
本
維
新
の
会
宝
塚
市
議
団

　
　
伊
庭
　
　
聡

【
校
則
に
つ
い
て
】

問　

多
様
性
を
認
め
合
う
学

校
現
場
に
す
る
に
は
、
時
代
に

合
わ
せ
た
校
則
の
見
直
し
が
必

要
。
見
直
し
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

各
市
立
中
学
校
で
は
、

毎
年
度
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
校

則
案
を
作
成
し
、
職
員
会
議
で

全
教
職
員
の
共
通
理
解
を
図
り

な
が
ら
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

問　

下
着
の
色
や
髪
形
の
指

定
な
ど
人
権
侵
害
で
は
な
い
か
。

合
理
性
の
な
い
校
則
は
教
育
委

員
会
が
再
点
検
を
求
め
て
は
。

答　

現
状
で
は
課
題
と
な
る

校
則
が
残
っ
て
い
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
各
学
校
の
見
直
し

状
況
を
点
検
し
、
改
善
す
る
。

意
見　

校
則
に
子
ど
も
や
保

護
者
、
地
域
の
視
点
を
入
れ
て

ほ
し
い
。
生
徒
指
導
の
在
り
方

も
併
せ
て
見
直
し
を
。

【
学
校
連
絡
の
デ
ジ
タ
ル
化
】

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
欠
席
や

遅
刻
の
連
絡
を
可
能
に
し
て
は
。

答　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
く
、
今
後
課
題
を

整
理
し
導
入
を
進
め
て
い
く
。

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚

　
　
川
口
　
　
潤

【
教
育
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
】

問　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
欠
席

連
絡
や
学
習
な
ど
の
実
現
は
市

民
か
ら
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

答　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
１

人
１
台
導
入
し
、
宿
題
で
習
熟

度
に
応
じ
た
学
習
機
会
を
提
供

し
た
り
、
欠
席
連
絡
を
シ
ス
テ

ム
導
入
で
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
。

【
市
長
部
局
の
デ
ジ
タ
ル
化
】

問　

災
害
時
、
避
難
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
を
見
誤
ら
な
い
た
め
、

避
難
所
の
混
み
具
合
が
ス
マ
ホ

で
分
か
る
よ
う
取
り
組
ん
で
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
で
避
難
所
の

収
容
人
数
が
減
っ
て
い
る
。
状

況
を
ス
マ
ホ
で
分
か
り
や
す
く

発
信
で
き
る
か
検
討
し
た
い
。

問　

業
務
の
流
れ
を
変
え
、

市
民
も
職
員
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
デ
ジ
タ
ル
化
を
目
指
す
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

日
常
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
大
切
と
認
識
し
て
お
り
、

利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
で

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

公
明
党
議
員
団

　
　
三
宅
　
浩
二
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【
市
立
病
院
の
チ
ー
ム
医
療
】

問　

２
人
に
１
人
は
が
ん
に

な
る
時
代
。
総
合
的
に
治
療
す

る
に
は
診
療
科
間
の
支
え
合
い

が
重
要
。
市
立
病
院
の
チ
ー
ム

医
療
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

多
種
多
様
な
医
療
ス
タ

ッ
フ
が
高
い
専
門
性
を
前
提
に

業
務
を
分
担
し
つ
つ
も
、
互
い

に
連
携
、
補
完
し
合
い
、
患
者

の
状
況
に
的
確
に
対
応
し
た
医

療
を
提
供
す
る
こ
と
。

問　

市
立
病
院
に
い
る
高
度

な
知
識
、
技
能
を
有
す
る
薬
剤

師
と
は
。

答　

が
ん
専
門
薬
剤
師
、
抗

菌
化
学
療
法
認
定
薬
剤
師
、
感

染
制
御
認
定
薬
剤
師
が
お
り
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
治
療
に
も
協
力

し
て
い
る
。

【
フ
ラ
ワ
ー
都
市
交
流
】

問　

新
型
コ
ロ
ナ
の
状
況
等
、

開
催
し
に
く
い
状
況
。
対
応
は
。

答　

加
盟
市
町
が
安
心
し
て

参
加
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
事

業
の
在
り
方
を
整
理
す
る
。

意
見　

い
ろ
い
ろ
な
策
を
模

索
し
、
で
き
る
範
囲
で
実
施
を
。

た
か
ら
づ
か
真
政
会

　
　
石
倉
加
代
子

【
都
市
計
画
道
路
荒
地
西
山
線
】

問　

早
期
の
全
面
開
通
が
待

た
れ
る
。
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

千
種
工
区
は
県
の
社
会

基
盤
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
調

整
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
小
林

工
区
完
了
後
の
切
れ
目
な
い
事

業
着
手
を
県
と
調
整
し
て
い
く
。

【
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
現
場
】

問　

授
業
の
進
度
は
。

答　

お
お
む
ね
計
画
ど
お
り

年
度
内
に
学
習
は
終
了
予
定
だ

が
、
感
染
症
対
策
で
主
体
的
・

対
話
的
な
学
び
の
場
は
少
な
い
。

問　

生
活
や
学
習
の
不
安
を

抱
え
る
子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
は
。

答　

積
極
的
な
声
掛
け
や
観

察
、
相
談
対
応
等
に
努
め
る
。

問　

教
職
員
の
長
時
間
勤
務

に
よ
る
疲
弊
や
教
職
員
不
足
が

深
刻
化
。
働
き
方
改
革
実
現
は
。

答　

在
校
時
間
の
上
限
等
に

関
す
る
規
則
を
制
定
。
Ｓ
Ｃ
、

Ｓ
Ｓ
Ｗ
な
ど
専
門
人
材
の
参
画

や
総
業
務
量
削
減
に
取
り
組
む
。

問　

部
活
動
改
革
の
実
現
は
。

答　

休
日
の
部
活
動
の
段
階

的
な
地
域
移
行
を
研
究
し
た
い
。

市
民
ネ
ッ
ト
宝
塚

　
　
北
野
　
聡
子

【
学
校
教
育
で
の
同
調
圧
力
】

問　

学
校
教
育
で
の
管
理
統

制
に
よ
る
指
導
や
、
教
師
か
ら

生
徒
へ
の
同
調
圧
力
の
実
態
は
。

答　

か
つ
て
は
管
理
的
校
則

だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
現
在

は
生
徒
の
意
見
を
集
約
し
て
校

則
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
生
徒
の
自
主
性
を
重
ん

じ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

問　

子
ど
も
た
ち
が
学
校
運

営
に
参
画
で
き
る
場
は
あ
る
か
。

答　

生
徒
会
活
動
等
が
あ
る
。

よ
り
反
映
さ
せ
る
方
法
を
学
校

現
場
と
話
し
て
い
き
た
い
。

意
見　

学
校
の
全
体
主
義
化

か
ら
、
脱
却
し
て
ほ
し
い
。

【
市
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
】

問　

統
廃
合
で
小
学
校
区
外

の
園
児
が
多
く
な
る
と
予
想
さ

れ
る
が
、
通
園
手
段
の
確
保
は
。

答　

市
に
よ
る
通
園
バ
ス
や

駐
車
場
の
確
保
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
た
め
困
難
で
あ
る
。

意
見　

統
廃
合
で
、
遠
い
園

に
行
く
人
は
車
が
必
要
。
行
革

に
よ
る
の
な
ら
、
市
が
責
任
を

持
っ
て
通
園
手
段
の
確
保
を
。

社
会
民
主
党
議
員
会

　
　
大
島
淡
紅
子

【
教
育
委
員
会
の
重
大
事
案
再

発
防
止
体
制
に
つ
い
て
】

問　

教
育
委
員
会
と
学
校
は
、

多
く
の
市
民
か
ら
不
信
感
を
持

た
れ
て
い
る
。
認
識
は
あ
る
か
。

答　

事
件
が
続
い
た
宝
塚
の

教
育
に
対
し
て
失
望
と
怒
り
を

持
た
れ
て
い
る
。
信
頼
回
復
に

向
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　

教
育
委
員
会
の
決
定
を

各
校
に
伝
え
る
校
長
会
の
議
事

録
は
作
っ
て
い
る
の
か
。

答　

臨
時
校
長
会
で
は
作
っ

て
い
な
か
っ
た
。
教
育
委
員
会

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

意
見　

重
要
事
項
の
決
定
過

程
は
、
オ
ー
プ
ン
な
形
が
必
要
。

【
持
続
可
能
な
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
守
る
宝
塚
市
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
】

問　

中
山
五
月
台
小
の
跡
地

活
用
は
何
課
が
担
当
す
る
の
か
。

答　

学
事
課
で
取
り
ま
と
め

る
。
施
設
を
残
す
場
合
は
、
市

長
部
局
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

意
見　

社
会
教
育
団
体
か
ら

も
意
見
書
が
出
て
い
る
。
地
域

の
人
た
ち
と
も
一
緒
に
検
討
を
。

た
か
ら
づ
か
真
政
会

　
　
風
早
ひ
さ
お

【
待
っ
た
な
し
、
崖
っ
ぷ
ち
の

状
況
を
ど
う
乗
り
切
る
か
】

問　

令
和
３
年
度
予
算
編
成

で
市
民
生
活
に
直
接
影
響
す
る

事
業
を
急
に
削
減
す
る
の
は
無

責
任
で
は
な
い
か
。

答　

歳
入
が
減
り
社
会
保
障

経
費
が
増
え
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
事
業
の
継
続
は
困
難
。

来
年
度
で
の
急
な
見
直
し
は
難

し
い
が
、
令
和
４
年
度
以
降
、

一
定
の
見
直
し
が
必
要
と
認
識
。

問　

市
と
し
て
身
を
切
る
改

革
無
し
に
市
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
は
到
底
無
理
で
あ
る
。
ま

ず
、
市
長
が
経
営
の
責
任
を
踏

ま
え
率
先
し
て
さ
れ
る
べ
き
で

は
。
約
25
億
円
も
必
要
と
す
る

新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
、
進

度
調
整
し
て
は
ど
う
か
。

答　

新
庁
舎
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
耐
震
性
の
低
い
上
下
水

道
局
の
建
て
替
え
に
併
せ
危
機

管
理
セ
ン
タ
ー
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
等
を
配
置
す
る
。

意
見　

今
の
厳
し
い
現
状
か

ら
、
将
来
に
「
ツ
ケ
」
を
残
さ

ぬ
よ
う
新
庁
舎
の
進
度
調
整
を
。

令
和
安
全
の
会

　
　
北
山
　
照
昭

【
市
政
運
営
に
関
し
て
】

問　

開
設
予
定
の
お
く
や
み

手
続
き
案
内
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い

て
、
窓
口
応
対
時
間
短
縮
の
た

め
事
前
予
約
制
導
入
の
検
討
は
。

答　

利
用
者
の
声
を
聞
き
、

導
入
に
向
け
て
考
え
た
い
。

問　

国
の
進
め
る
新
婚
生
活

支
援
事
業
に
対
し
市
の
見
解
は
。

答　

子
育
て
世
代
の
転
入
促

進
は
重
要
。
実
施
を
検
討
す
る
。

【
教
育
行
政
】

問　

教
育
長
の
任
期
は
来
年

７
月
ま
で
と
理
解
し
て
い
る
。

今
後
の
教
育
行
政
改
革
の
議
論

は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

個
人
で
は
な
く
、
教
育

委
員
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
委
員
会
、
管
理
職
、
教
職

員
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
頑

張
る
姿
勢
を
見
せ
る
こ
と
で
、

保
護
者
や
地
域
の
信
頼
を
得
て

い
く
と
考
え
る
。

【
上
下
水
道
事
業
】

問　

現
庁
舎
は
倒
壊
の
危
険

が
あ
る
。
新
庁
舎
の
完
成
は
。

答　

２
０
２
２
年
12
月
完
成

に
向
け
て
努
め
て
い
る
。

公
明
党
議
員
団

　
　
江
原
　
和
明
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【
保
育
所
の
充
実
を
】

問　

川
面
保
育
所
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
つ
い
て
、

結
果
的
に
13
名
が
感
染
。
関
係

者
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
発
熱
し
て

５
日
後
だ
っ
た
の
は
問
題
で
は
。

答　

医
師
の
指
示
に
基
づ
き
、

適
切
な
対
応
を
行
っ
た
と
思
う
。

問　

指
定
保
育
所
の
２
園
が

閉
園
。
経
営
が
苦
し
い
保
育
所

へ
の
支
援
策
は
。

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
粛

期
間
中
の
減
免
、
児
童
数
が
減

少
し
た
施
設
へ
の
運
営
支
援
金

お
よ
び
運
営
に
係
る
固
定
費
の

補
助
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

【
い
じ
め
、
体
罰
、
不
祥
事
】

問　

先
生
た
ち
の
自
主
的
な

動
き
が
見
え
な
い
が
、
何
ら
か

の
取
り
組
み
を
既
に
始
め
て
い

る
と
い
う
学
校
は
あ
る
の
か
。

答　

12
月
を
い
じ
め
防
止
月

間
と
位
置
づ
け
、
今
、
各
学
校

で
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

意
見　

な
ぜ
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
の
か
、

子
ど
も
た
ち
が
理
解
で
き
る
よ

う
に
先
生
か
ら
説
明
を
。

日
本
共
産
党
宝
塚
市
会
議
員
団

　
　
と
な
き
正
勝

【
清
荒
神
５
丁
目
訴
訟
事
案
】

問　

土
砂
災
害
な
ど
の
住
民

の
不
安
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に

対
応
し
取
り
組
む
の
か
。

答　

宅
地
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

や
防
災
措
置
の
相
談
に
乗
る
な

ど
不
安
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

【
教
育
委
員
会
・
学
校
に
保
護

者
や
地
域
な
ど
外
部
の
声
を
】

問　

信
頼
回
復
の
た
め
定
期

的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
が
必
要
。

ネ
ッ
ト
上
で
の
意
見
集
約
を
含

め
、
広
く
学
校
に
関
わ
る
内
容

で
常
時
開
設
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や

投
書
箱
的
な
運
用
の
検
討
は
。

答　

回
答
の
内
容
確
認
、
分

析
の
作
業
は
膨
大
に
な
る
こ
と

も
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形

で
保
護
者
や
子
ど
も
の
意
見
を

聴
い
て
い
く
か
検
討
し
た
い
。

問　

宝
塚
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
で
は
本
来
の
役
割

や
機
能
発
揮
が
不
十
分
で
は
。

答　

宝
塚
版
を
導
入
し
最
終

的
に
は
国
制
度
に
近
づ
け
た
い
。

意
見　

今
こ
そ
教
育
行
政
に

外
部
の
目
を
入
れ
る
好
機
。
具

体
的
な
一
歩
を
。

た
か
ら
づ
か
真
政
会  

　
　
く
わ
は
ら
健
三
郎

【
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
諸
問
題

へ
の
対
策
に
つ
い
て
】

問　

市
内
事
業
者
が
疲
弊
し

て
い
る
が
、
自
殺
者
対
策
は
。

答　

電
話
相
談
の
や
さ
し
い

た
か
ら
づ
か
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
を

開
設
。
国
や
県
の
相
談
窓
口
も

併
せ
て
周
知
し
て
お
り
、
今
後

も
自
殺
予
防
に
つ
な
げ
た
い
。

問　

市
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
患
者
を
受
け
入
れ
る
市
立
病

院
へ
の
支
援
体
制
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

答　

議
員
報
酬
削
減
分
を
含

め
た
、
市
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
基

金
が
約
５
３
０
０
万
円
あ
り
、

別
途
、
県
の
基
金
よ
り
１
１
７

５
万
円
の
配
分
も
決
定
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
有
効
活
用
し
、

医
療
体
制
の
整
備
や
医
療
従
事

者
へ
の
支
援
を
し
て
い
く
。

問　

家
庭
内
の
Ｄ
Ｖ
が
昨
年

よ
り
増
加
し
て
い
る
。
子
ど
も

へ
も
影
響
が
あ
る
の
で
は
。

答　

子
ど
も
が
い
る
家
庭
か

ら
Ｄ
Ｖ
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
こ

れ
ま
で
同
様
、
丁
寧
に
寄
り
添

っ
た
対
応
で
解
決
を
図
り
た
い
。

令
和
安
全
の
会

　
　
山
本
　
敬
子

【
高
過
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
】

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
分
納
約
束

ど
お
り
払
え
な
い
人
が
増
え
る
。

市
税
収
納
課
の
窓
口
対
応
が
一

歩
間
違
え
ば
自
殺
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
と
の
認
識
は
あ
る
か
。

答　

社
会
情
勢
を
踏
ま
え
丁

寧
な
対
応
が
基
本
。
自
殺
に
つ

な
が
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
十
分
注
意
し
て
い
く
。

問　

滞
納
者
か
ら
保
険
証
を

奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。
留
め
置

き
な
ど
、
今
後
の
考
え
方
は
。

答　

滞
納
者
の
生
活
実
態
を

踏
ま
え
受
診
機
会
を
抑
制
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
し
た
い
。

意
見　

差
し
押
さ
え
件
数
も

金
額
も
県
で
一
番
。
市
税
収
納

課
の
時
間
外
勤
務
の
見
直
し
を
。

【
情
報
公
開
の
在
り
方
】

問　

一
部
の
催
告
書
発
行
件

数
を
議
会
の
委
員
会
資
料
と
し

て
提
出
し
、
一
方
で
情
報
公
開

請
求
で
は
情
報
存
否
応
答
拒
否
。

情
報
公
開
請
求
に
不
誠
実
で
は
。

答　

よ
り
慎
重
に
情
報
公
開

に
対
応
し
よ
う
と
判
断
し
た
。

意
見　

民
主
的
な
姿
勢
を
。

日
本
共
産
党
宝
塚
市
会
議
員
団

　
　
田
中
　
こ
う

【
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

問　

基
本
は
削
減
で
は
な
く
、

残
す
施
設
の
有
効
活
用
。
保
全

状
態
を
見
え
る
化
す
べ
き
で
は
。

答　

理
論
的
に
も
実
践
的
に

も
検
討
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

意
見　

全
て
に
予
防
保
全
は

で
き
な
い
。
情
報
の
整
理
を
。

【
市
教
委
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
】

問　

校
長
と
職
員
団
体
の
間

で
、
職
員
会
議
を
決
定
機
関
と

す
る
確
認
行
為
が
あ
る
の
で
は
。

答　

確
認
行
為
か
類
似
し
た

行
為
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

校
長
の
権
限
を
超
え
る
。

教
育
委
員
会
が
交
渉
す
る
内
容

で
必
要
な
ら
規
則
改
正
す
べ
き
。

答　

情
報
や
窓
口
を
一
元
化

し
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
対

応
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
中
川
市
政
12
年
間
の
総
括
】

問　

市
長
自
ら
が
、
宝
塚
の

教
育
の
古
い
体
質
を
吐
き
出
し
、

先
頭
に
立
っ
て
信
頼
回
復
を
。

答　

信
頼
回
復
の
た
め
一
つ

一
つ
諦
め
ず
に
行
動
し
、
保
護

者
も
地
域
も
一
緒
に
な
っ
て
学

校
を
変
え
て
い
く
と
約
束
す
る
。

た
か
ら
づ
か
真
政
会

　
　
大
川
　
裕
之

【
産
業
・
観
光
・
文
化
政
策
】

問　

市
民
が
市
内
で
働
く
こ

と
が
で
き
る
た
め
の
施
策
は
。

答　

新
た
な
事
業
へ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
よ
る
就
労
機
会
創
出
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
等
を
促
進
。

問　

文
化
芸
術
施
設
、
観
光

資
源
と
し
て
、
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
に
期
待
で
き
る
効
果
は
。

答　

美
術
館
や
博
物
館
と
し

て
の
効
果
で
は
な
く
、
幅
広
い

世
代
間
交
流
に
よ
る
豊
か
な
心

の
醸
成
と
、
新
た
な
宝
塚
文
化

の
創
造
を
目
的
と
し
て
い
る
。

【
職
員
の
安
全
衛
生
管
理
】

問　

市
立
病
院
で
の
有
機
溶

剤
に
よ
る
公
務
災
害
の
原
因
は
。

答　

第
三
者
調
査
が
進
ん
で

お
り
現
時
点
の
発
言
は
控
え
る
。

問　

第
三
者
調
査
の
目
的
は
。

答　

組
織
的
な
問
題
も
あ
り
、

中
立
的
立
場
で
の
調
査
を
依
頼
。

意
見　

な
ぜ
不
適
切
な
作
業

環
境
を
放
置
し
た
の
か
。
こ
の

程
度
の
問
題
解
決
を
第
三
者
に

委
ね
る
と
は
、
市
立
病
院
の
当

事
者
能
力
を
疑
う
。

無
所
属

　
　
田
中
大
志
朗
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最後までお読みいただき
ありがとうございます。
誌面へのご意見やご感想
は、議会事務局までお気軽
にお寄せください。

宝塚市議会事務局
〒665-8665
　　宝塚市東洋町 1番 1号
TEL��0797-77-2168（直通）
FAX��0797-74-6902

　議会報「かけはし」は、す
べての世帯と事業所のポスト
に宅配でお届けしています。
　発行日を過ぎても届かない
場合は、下記のフリーダイヤ
ルへご連絡ください。

ジャパンメッセンジャー
サービス㈱
　　フリーダイヤル
　　0120-240-324
　�（ 9時~19時まで）

傍
聴
の
ご
案
内

傍
聴
の
ご
案
内

市
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会

は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

※
傍
聴
の
際
は
マ
ス
ク
着
用
、

検
温
、
手
指
消
毒
を
お
願
い
し

ま
す
。
状
況
に
よ
り
、
座
席
数

を
減
ら
し
て
ご
案
内
し
ま
す
。

■
本
会
議
場

受
付
は
、
市
庁
舎
４
階
本
会

議
場
で
す
。
傍
聴
席
は
84
席

（
内
、
車
い
す
席
２
席
、
磁
気

ル
ー
プ
席
26
席
）
あ
り
ま
す
。

■
委
員
会
室

　

受
付
は
、
市
庁
舎
３
階
議
会

事
務
局
で
す
。
傍
聴
席
は
10
席

程
度
で
す
の
で
、
満
席
の
場
合

は
、
音
声
情
報
の
み
を
提
供
し

て
い
る
別
室
に
ご
案
内
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

■
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

　

ご
希
望
の
方
は
、
障
碍
（
が

い
）
福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

FAX
０
７
９
７
‐
72
‐
８
０
８
６

３月定例会の予定 市議会
ホームページ

Facebook

インターネット
中継・録画配信

83.5MHz
FM宝塚

◆
特
集
記
事
「
オ
ン
ラ
イ
ン
議

会
報
告
会
」
い
か
が
で
し
た

か
？
イ
ラ
ス
ト
も
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
高
校
写
真
部
撮

影
の
表
紙
に
反
響
が
あ
り
、
広

報
広
聴
委
員
会
の
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
〝
あ
な
た
〟
も
議

会
報
告
会
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ

ん
か
？　
　
　
　
　

（
大
島
）

◆
最
後
ま
で
ご
覧
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

号
で
は
、
宝
塚
市
議
会
初
の

「
オ
ン
ラ
イ
ン
議
会
報
告
会
」

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
当
た
り
前
に
で
き
て
い
た
聴

く
こ
と
、
伝
え
る
こ
と
の
大
切

さ
、
そ
し
て
有
難
さ
を
か
み
締

め
て
い
ま
す
。　
　

（
村
松
）

※
議
会
報
か
け
は
し
定
例
会
号

は
、
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

次
号
は
、
令
和
３
年
５
月
１

日
発
行
予
定
で
す
。

編
集
後
記

編
集
後
記

日 月 火 水 木 金 土

2/22
本会議
予算特別
委員会

23
天皇誕生日

24 25
総務常任
委員会①
＋協議会

26
文教生活
常任委員会
①＋協議会

27

28 3/1
産業建設
常任委員会
①＋協議会

2
総務常任
委員会②

3
文教生活
常任委員会

②

4
産業建設
常任委員会

②

5
常任委員会
②（予備日）

6

7 8
予算特別
委員会

9
予算特別
委員会

10
予算特別
委員会

11 12 13

14 15 16
協議会+常任
委員会③予算
特別委員会

17
議会運営
委員会

18 19
本会議

20
春分の日

21 22
本会議

（予備日）

23 24 25 26 27

※日程については変更する場合があります。

会議日程や議案審査の結果
等をご覧いただけます。ま
た、本会議や委員会の会議
録検索もできます。

本会議や委員会の開催日程
のほか、議会報告会や意見
交換会など市議会主催イベ
ントの情報などをお知らせ
しています。
フォローお願い
します。

本会議の模様を動画で配信
しています。スマートフォ
ン・タブレットでも
視聴可能です。

毎週 2 回（月・木）11時55
分から 5 分間、市議会の話
題をお届けしています。一
般質問（録音）や議長イン
タビューなども放送
しています。

で検索宝塚市議会

作
品
に
つ
い
て

①
「
東
高
栄
あ
れ
！
」

（
表
紙
上
段
）

テ
ー
マ
は
〝
我
が
校
自
慢
〟
、

常
に
全
力
を
出
し
て
い
る
ア
メ

リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
練

習
風
景
で
す
。
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

内
か
ら
で
も
と
て
も
迫
力
が
あ

り
ま
し
た
。

②
「
青
春
の
１
ペ
ー
ジ
」

（
表
紙
下
段
左
）

テ
ー
マ
は
〝
夢
〟
、
当
た
り

前
に
過
ご
し
て
い
る
高
校
生
活

で
す
が
、
こ
れ
が
か
け
が
え
の

な
い
思
い
出
に
な
る
と
思
い
、

撮
影
し
ま
し
た
。

③
「
最
後
の
夏
」

（
表
紙
下
段
右
）

テ
ー
マ
は
〝
助
け
合
い
〟
、

緊
張
感
が
高
ま
る
中
で
ス
タ
ー

ト
し
た
瞬
間
を
撮
っ
た
写
真
で

す
。
離
れ
た
場
所
か
ら
撮
り
ま

し
た
が
、
熱
意
が
と
て
も
伝
わ

り
ま
し
た
。

④
「
黄
昏
に
染
ま
る
校
内
」

（
右
写
真
）

テ
ー
マ
は
〝
我
が
校
自
慢
〟
、

多
く
の
生
徒
が
下
校
し
、
日
の

入
り
間
近
の
時
間
に
撮
っ
た
一

枚
で
す
。
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
線

が
と
て
も
綺
麗
で
感
動
し
ま
し

た
。

市
内
の
高
等
学
校
写
真
部

が
撮
影
し
た
写
真
が
リ
レ
ー

形
式
で
「
か
け
は
し
」
の
表

紙
を
飾
る
企
画
。

第
２
弾
は
兵
庫
県
立
宝
塚

東
高
等
学
校
写
真
部
か
ら
写

真
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し

た
。
作
品
に
関
す
る
学
校
か

ら
の
コ
メ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

表 の 真紙 写

次
号
は
兵
庫
県
立
宝
塚
西
高
等
学
校
の
予
定
で
す
。 ④




